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技術内容 

【ガルバシールド F の概要】 

・ガルバシールド F は薄型の犠牲陽極材です。用途は断面修復の際、既設コンクリートと断面修

復部で発生するマクロセル腐食を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ガルバシール F は、鉄よりイオン化傾向が大きい亜鉛塊と亜鉛の活性度をあげるバックフィル

材から構成されています。ガルバシールド F を鉄筋に電気的に接続させることにより、イオン

化傾向の違いからガルバシールド F がアノードとなり、鉄筋全体がカソード側になります。こ

の時、ガルバシール F から鉄筋に向かって防食電流が流れることにより、鉄筋の腐食を大幅に

抑制します。 

【ガルバシールド F の形状】 

L=140 ㎜、W＝45 ㎜、t=13 ㎜薄型形状のためかぶりが小さい場合、はつり範囲の低減につながる。

既設コンクリート Cl－存在

部分断面修復 Cl－無

電位：卑

電位：貴

マクロセル腐食電流
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【ガルバシールド F の取り付け手順】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ガルバシールド F の電流量の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・内在塩分（約 2kg/m3）、中性化の複合劣化構造物で適用検討。腐食速度が速くなる気温が高い夏

場に防食電流が多く流れ、逆に腐食速度が遅い冬場は防食電流量が低下する。環境に応じて防

食効果を発揮する。 

【ガルバシールド F の電流量の範囲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ガルバシールド F の寿命試算】 

 

参考文献(発表論文) 吉田ら、犠牲陽極材による鉄筋腐食抑制範囲の検討 土木学会第 66 回年次学術講演会（平成 23 年度）

特 許 取 得 ・有  ・無  ・出願中 資料作成日 2014 年 5 月 
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出典：吉田ら，犠牲陽極材による鉄筋腐食抑制範囲の検討，

　　　　土木学会第66回年次学術講演会（平成23年度）

電位計測用鉄筋

照合電極取付け用鉄筋

鉄筋腐食度調査用鉄筋

1200mm（150mm間隔で設置）

ハツリ範囲

補修範囲

出典：吉田ら，犠牲陽極材による鉄筋腐食抑制範囲の検討，

　　　　土木学会第66回年次学術講演会（平成23年度）
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10日（10月） 113日（2月） 214日（5月）

290日（8月） 380日（11月） 463日（1月）

諸条件：60gの亜鉛塊、平均防食電流量0.4mA、電流効率85％

Q  = n ×m Zn×F  / A Zn
Q  ≒177,000（A ・S）
ここで
Q ：総電荷量 (A•S)
n ：亜鉛の価電子数 (n = 2)
mZn ：亜鉛塊重量 (60g)
F ：ファラデー定数 (96500 A•S / mol)
A Zn：亜鉛の原子量 (65.3 g / mol)

防食寿命:11.9年

・断面修復境界部の既設コンクリート鉄筋で80～
　90mV程度の復極量が確認。防食電流量が届く範
　囲には限界があり、300㎜、600㎜離れた位置で
　約50mV、40mVの復極量が確認。腐食抑制効果は
　十分に確認出来る。


